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　Seven　multiple 　digestive　enzyme 　preparations 　in　capsule 　on　the　market （AC ，　SE，　SV．
ST ，　TE，　BZ 　and 　PT ）were 　compared 　 with 　each 　other 　in　their　 digestive　 enzyme 　 activ

’ities．
Amylase ，　protease，　 lipase　 and 　cellulase 　 activities　were 　measured 　in　vitro 　at　pH　5．0，

3．0・
and 　7．0， 7．　O　and 　4。　O，　 respectively ．　Six　of　them 　were 　preparations　consisting 　of 　the　gastric−
soluble 　part　and 　the　enteric −soluble 　ene

，
　and 　one 　preparatioI1（SV）contailled 　gastric−soluble

powder 　QIlly．　PT　provided 　 strong 　activities　of 　all　of 　the 　above 　four　kinds　of 　enzymes ，　alld

AC 　showed 　the　excellent 　amylase 　 activity 　and 　strong 　lipase　 activity，　 BZ 　had　rela1 ：ively
strollg 　activities　of 　the　four　enzymes 　except 　protease　activity 　 at 　pH　3．0，　There 　were 　some

products　that　 showed 　 comparatively 　low 　activities　 in　genera1．

　総合消化酵素剤は，錠剤，カ プ セ ル 剤，顆粒剤な ど の

剤形 で 多種類の もの が 市 販 されて お り，そ の 適用 に つ い

て も消化器疾患の み ならず諸分野の 薬剤と併用され ， 消

費量 も多い ．各製剤と も胃腸管中で の 効果的な 作用発揮

の た め に ，配合上，製剤技術上 種 々 の 工 夫 が な され て お

り，そ れ ぞ れ に 特徴を有 して い る こ とがうか が わ れ る．
し か し，メ ー

カ ー各社 がそ れ ぞれ異な っ た 起源の 酵素を

用 い て 配合 し て い る こ と，お よ び 配合諸酵素 が 互 い に 影

響 を及 ぼ しあ っ て い る と考 え られ る こ とか ら，製剤処方

の 配合量 の 単純 な比較か らは酵素活性 の 強弱 に つ い て 論

ず る こ とは で きない ．消化酵素剤 の 製剤間 の 酵素活性比

較 に つ い て は 数多 く報告 が な されて い る
IN6 ）

が，必 要 と

す る製剤間 の 比較情報 は なか なか得が た く， また 近年製

剤処方 の 変更等も行 われ て い るの で，今回当院採罵 の 消

化酵素剤 の 中か ら カ プセ ル 剤 7種を と りあげ，各 々 の酵

素活性 の 特徴を知 る た め に ，ア ミ ラ
ーゼ

， プ P テ ア
ー

ゼ，

リパ ーゼ，セ ル ラーゼ の 各力価を測定 し，比 較検 討 を 加

＊ 1
　本報 を消化 酵 素 剤 の 酵 素 活性に つ い て （第 1報 ）

　 　 とす る。

　　第 6 回 日本病院薬剤師会関東学 術 大 会 （東 京 ，

　　1976年 8 月 ） で 発 表．
＊2
　千葉市亥鼻 1 丁目 8−1 ；8−1，Inohana　1−chome ，

　　Chiba−shi
， 280　Japan

え た の で ｛i艮告す る．

実 験 の 部

1 ．試料

　試料 は Table 　1 に 示す市販 カ プセ ル 斉1］　7種で あ る．
Table 中 の 消化作用 は添付文書の 記載 に 準 じた．

2 ．カプセ ル剤重 量偏差 試験

　各製剤 に つ い て そ れ ぞ れ40個をとり，itt示天秤 （安並

YT −2 形 ）で 1 カ プ セ ル ずつ 秤量 した，

3．カ プセ ル 内容物 重 量偏差試験

　 2．で 秤 量 した 試料 に つ い て ，カ プセ ル を はず し その

内容物の 重量 を 1 カ プ セ ル 分ずつ 秤量 した，

4 ．酵素活 性 測 定 法

　ヵ プセ ル を は ず し，内容物を 乳鉢で 粉宋に し た 後その

一部を 秤取 し ， 溶解 して試料溶液とした．

　a ）　ア ミ ラ
ーゼ 作用

　函 5．0 に お い て 可 溶 性 デ ン プ ン を 基質 と し ， デ ソ ブ

ン 糖化力を銅試薬法
7・9 ）

に 準 じて 測定 した．す なわ ち，
0．2M 酢酸塩緩衝液を 加 え て 出 5．0 に調 整 した 2．5 ％

可 溶性 デ ソ プ ン 〔和光純薬 ： デ ン プ ン （溶性）〕溶液S　m9

を 37 °

に 予温 し，こ れに試料溶液 （dH　5．（1 の 0．2M 酢

酸塩緩衝液 に 溶解） 2ma を 加え，37°

で 3 ）分 間反応 させ

る．1N 水酸化 ナ ト リ ウ ム 液 1m2を 加 えて 反応 を 止 め ，

A
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フ ェ
ーリ ソ グ試液10m9を 加えて 沸騰水浴中で 10分間加熱

後氷冷 し，水 を 加えて 全量 25m2とす る．こ の 液を 遠心分

離し て上澄液 3齪 を と り ， 酢酸酸性 ， 加温下 ICO．OIM エ

チ レ ソ ジ ア ミ ン 四酢酸ニ ナ ト リ ウ ム 液 で 滴定す る 〔指示

薬 ・ 1−（2−Py ・idylaz。）−2−n ・phth・1〕・試料溶液 1N 水酸

化 ナ ト リウ ム 液，2．5％可溶性デ ン プ ン 溶液 の 順 に 加え

た もの に つ い て 同様に 操作し対照 とす る．反応液の 滴定

値 と対照値との 差 よ り生 成 還 元 糖量を求め る．

　力価 は 37 °

，面 5．0に おい て 可溶性デ ン プ ン 溶液に 作

用 し て 1 分間 に 還元糖 （麦芽糖として ） 1 μM を 生成す

る酵素活性を 1単位 と した ．

　b）　プ ρ テ ア
ーゼ 作用

　函 3，0 お よ び 田 7．0 に お い て ミル ク カ ゼ イ ン を 基

質 と し Anson 変法
9・1°｝ に 準 じて 測定した．すなわ ち ，

田 3．0あ るい は 頭 7．0 に 調整した 1 ％ ミ ル ク カ ゼ イ ン

〔E．Merck ：Casein　nach 　Hammarsten 〕 溶液 2 皿 ¢ を

37 °

に予温 し ， 試料溶液 （d温　3．0 の Mcllvaine緩衝液

あ るい は 田 7．0 の S6rensen の リ ン 酸塩緩衝液 に 溶

解）1 皿 Qを 加 え，37 °

で 30分間反応 させ る．0．6N ト リ

ク ロ ル 酢酸液3 醜 を 加 え て 反応を 止 め ，37°

に15分間放

置後炉過す る．炉液 1m2を とり，
1M 炭酸ナ ト リ ウム 液

5m2 ，フ ォ リ ン 試液 （5 倍希釈）L 雌 を 加 えて 37°に 20

分間加温 し 発色 させ た 後，水 を ブ ラ ン ク とし て 660nm

に おけ る吸光度を測定す る （日立 ダ ブ ル ビ ーム 分光光度

計 124型），試料溶液，0．6N トリク 卩 ル 酢酸液 ，
1 ％ ミ ル

ク カ
・ビイ ソ 溶液 の 順 に 加えた も の に つ い て 同様 に 操作 し

対照とす る．反応液と対照液 との 吸光度 の 差を 求 め る．

　力価 は 37
°
に お い て 西 3．0あ るい は IH　7．0 で ミ ル ク

カ ゼ イ ン 溶液に 作用 し て ，30 分間 に 660nm に お け る吸

光度差を 1．0だ け増す酵素活性を 1単位とし た，なお 本

法に お け る 1単位は チ ロ ジ ン 生 成量 約 684 μg に 相当 す

る．

　 ¢ ）　 リパ ーゼ 作用

　餌 7．0 に お い て オ リ ブ油乳液を 基質 と し 山 田 らの 方

法
111

に 準 じて測定 し た ．す な わ ち，オ リ ブ油乳液 （日局

オ 1）ブ油 〔丸石製〕 25畆 に 2 ％ ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ール

　〔ク ラ レ ポ バ ー
ル PVA 　117＋ 205 （（18．5 ： 1．5））〕水溶液

75mDを 加え ， 氷冷下 で ホ モ ジ ナ イザ ー 〔日本精機〕 に よ

り 10分間乳化す る） 5　m2 と0．1M リン 酸塩緩衝液 （1温

7．0） 4m9 とを よ く混和 し 37°に 予温 す る．試料溶液 （団

7．0 の O．1M リ ン 酸塩緩衝液に 溶解） 1m9 を 加え 37 °

で

2（吩 間 反応させ た後，ア セ トソ ・エ タ ノ・・ル 混液（1 ： 1）

20皿 を 加 えて 反応 を 止 め，フ ェ ノ ール フ タ レ イ ン 試液を

指示薬として O．　05　N 水酸化ナ ト リ ウ ム 液 で 滴定す る．

オ リブ 油乳液 と 0．1M リソ 酸塩緩衝液 に ア セ トン ・ エ

タ ノ ール 混液 を 加え た後試料溶液 を 加え た もの を対照液

と し，同様｝こ滴定す る．反応液 と対照液との 滴定値の 差

よ り生 成 した 遊離脂肪酸量を求め る，

　力価 は 37 °

， di　7．0 に お い て オ リ ブ油 乳液に 作用 し て

1分間 に 1μM の 酸を 生成す る酵素活性を 1 単 位 と し

た ．

　d）　セ ル ラ
ーゼ 作用

　ab　4．0に お い て カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ
ース ナ ト リウ

ム （以下 CMC −Na と略 す） を基 質とし て 反応させ，生

成還元糖量 を百瀬法
12・1恥 こ準 じて比 色測 定 し た．すな わ

ち，0．5％ CMC −Na 〔第一化学薬品製〕溶液 （唄 4・0 の

O．05M 酢酸塩緩衝液 に 溶解）4mE を 37°

に 予温し，試料

溶液 （蒸留水に 溶解） 1mE を 加え て 37°で 30 分 間 反応 さ

せ る．百瀬 の 発色試液の ア ル カ リ液 （A 液と略す） 1　m2

を 加 え て 反応 を 止 め，3，6一ジ ＝ トロ フ タ ル 酸 モ ノ ピ リジ

ン 塩溶液 （B 液と略す） 1 皿旦を 加 え て 沸騰水 浴中で 10

分間加熱発色 させ る．氷冷後 ， 水 を加 え て 2Sme とし ，

448nm に お い て 吸 光度 を測定す る（ブ ラ ン ク ： 水）（E1）．

0．5％ CMC −Na 溶液，　 A 液，試 料溶液，　B 液 の 順 に 加 え

た もの に つ い て 同様に 操作し て比色 し対照 とす る（E2）．

試料溶液 の 代わ りに 標準 ブ ドウ糖溶液 （100 μg！ma ）　1　m9

お よ び 水 1ma を 用 い ，それぞ れ対照 と同様に 操作 し た 時

の 吸光度を測定する （Es・，
　 E・2）．（ErE2 ）1（E・ i

− E ・1）

よ り生成 ブ ドウ糖量 を 求め る．

　力価 は37 °

，PII　4．0 に お い て CMC −Na 溶液 に 作用 し

て ，1分間に 還元糖 （ブ ドウ糖 と して） 1μM を生成す

る酵素活性 を 1単位とした．

実験結果および考察

1．重量偏差試験

　ヵ プ セ ル 剤お よび カ プ セ ル 内容物 の 平均重量，標準偏

差，変動係数を Table　2 に 示 した・ 各製斉ljとも， カ プ

セ ル 剤 の 全重量 の 標準偏差 と内容物 重量 の 標準偏差 とが

ほ ぼ等 しい 値 で あ っ た．変動係数 は 顆粒あ る い は ミ ニ ペ

レ ッ ト の み が 充嗔 され て い る製剤 に比 して，粉末含有製

剤 の 方が や や大 きな 値を 示 した ．なお こ れ らの 製 剤 は

JP　IX の 硬 カ プ セ ル 剤 の 重量 偏差試験法の 基準｝こ も適合

して い た．

2．製剤 の酵素活 性

　 a ） ア ミ ラ ーゼ 作用 （Fig．1）

　AC が きわ め て 大 きな 活性を 示 し，2番 目に 高力価を

示 した PT の 3倍強で あ っ た ．以下活性は ST
，　TE ，　BZ ，

SE，　SV の 順位 で あ っ た．各製剤ともア ミラ
ーゼ 作用を

主 目的 とす る酵素剤を胃溶性部分 ｝こ配合して お り， こ れ

らは ア ス ペ ル ギ ル ス 産生酵素が 多い ．ST ，　TE は 2 種の

N 工工
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Table　1．　 Ingredients　of　Tested　Digestive　Enzyme 　Capsules
． 、鹵．一．｝ 一1

Preparat 工on
Gastric 　 Juice 　So 工ub 工e　Pa匸し In 仁estinal 　juice 　Soh 匚blePar ヒ

（Lot 国o．） 1ngredien 匸 mg 密 Ac ヒio 風1畑 Ingr 駐dienし mg 嚢

AC

（TgO ↓68NL ）

FowderTaka ，dia 臼 し aε ∈ N
Cellula5e　 AP

10020A ．P．cC PillsL 工pa5 肆 HYPanc

匸 已a ヒin
50

工00

PowderAcida3e 40A ．C 〔ranulesPronas 巳 5
SE

Molsin 40P ．C Diasmen 60

（846−3） Concpolypa 日巳
Ursodesoxyeholie

5D1 。．A，P．C PanCr 已a ヒ i11 〔．FP ） 60

Acid （JP ） 2一
POwderSanactase 50A ．P

sv Pro ⊂ ヒase 100P

（462 ） Polypase 50L
PaDcr 叩rin （JP ） ユ50ALP ．L
M 巳iceUa5e 50c一

GranulesDiaSmeR 　S5 50A GranulesPancrea 亡in　（4　匸 imes ） 50

ST Stalas 已 50A

疋XT149） Ho15in
上 ipa8日卜盛

『 2550PL r　F　 r 　・　 　　　 、 圏．
Cellu1QC 工n ∫」P 3Qc阿 一一．1、一． 一

｝linま C巳llulO 巳in ’
．．・ヨ 20c 河iniPapcrea し1n 120

Pe1 工e 匸 sDi 旦 sm 巳n 50A Pc ユ1e 匸sPolyp ヨ se 30
TE

（Wl9 工9Y）
Dia ＄ ヒa8eOnota3E 4010A

．．、．P．】，．c
Q ロ opros 已 A 40

Molsin 20P ．C
Von ユase 45P 鹽】P」

Granule3
　　　　　　　　　　　　　　　　　．
Baer 巳ria11ipo1 ｝

』
臣 c GranulesConcen しra こ ed 　Pan邑r εat 工o

BZ

　n
　ぬ ロ zymeAspergillus

　Produced25L
Dige ＄ tiv2 　 E 朋 y皿 e125

（Z540Z） Dig 已 Sti 鴨 E ロ zyme30A

Oellulo8e 　De ⊆omposin 竃

Enzyme 15c

〔；ranu ユe3Hir σdase 25P ．c
　　　　　．．
GrallulesConcentrated

PT

（OHIO77 ）

Mamitase

工 ipa8e 　 A
3512A ．P．C．ゐ

L．P
Paner ∈atin 75

CgUulase 　AP3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L．20C． 」． 1．一

『

Aet 正o鴇 曇ft

し

A．P．T，
？

AP

．AJ ．

A．P．1，

，　、　・．　．1
『．1

　

CAAC

■　O　
■

PLLし

PA

L。P．A

P．A．L

凧

　
de
　Content ：　mgtcaPSu 工e

ik 脅

　A ；　Amylase ，　P ；　PrOtease 曁　L ：　Lipase ，　C ： CeUu 工a ＄じ

Table　2．Weight 　Variations　of 　Capsules　and

Their　Contents　　　（n ＝40）

PreparationLot 　 No ．

　　　　　　Capsule

　　　（Gross 　Weigh 亡）

Mean 　　　 S 。D ．　　 C ．V ．
（mg ）　　　　（mg ）　　　　（

ワ

）

　ContenL

　　　　（N 已匸

｝・leau
（mg ）

of 　 CapsuIe

Weigh ヒ＞

s ．D 凾　　　　c ．v．
（mg ）　　 〔7．） 肅

ACSESVSTTEBZP

「
r

T90168NL

846−3462XT149

田 919YZ540ZOMIO

ア7

435 ．O358

．6511

．3380

．8575

．3533

．3420

．2

8．58

．213

．14

．57

．56

．25

．ア

1 、f）52

。292

．561

，181

．301

．161

．36

35S ．1284

．3435

．1308

．1480

．9437

．5346

，2

8 ．58

，7

ユ3．34

．57

．56

．25

”e

2．3フ

3 ．043

．061

，461

．561

．．イ
｝21

．6s

S．D ．：　Standard 　 Deviation
C呷V 囓：　Goefficieut 　of 　Varia じion

酵素剤を用 い て い るが，そ の 他は 1種 で あ る．SV 以外

の 製剤 は 腸溶性部分 に パ ン ク レ ア チ ン を 配合 し，腸管部

で の そ の ア ミ ラ
ーゼ 作用 を期待 し て お り，SE は さ らに

ジ ア ス メ ン を配合 して い る．ア ミ ラ
ー

ゼ の 至適 副 は約

4 〜8で 酵素 に よ り異 な るが ，一
般に 5 前後の もの が 多

く， また パ ン ク レ ア チ ソ は約 7 とい わ れ
．
てい る．活性は

主 に 糊精化 （液化）力，糖化力等に よ り比 較さ れ るが ，

本試験は 主 に 胃溶性部分 に 配合 され て い る ア ミ ラ ーゼ の
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活性を ， 糖化作用 の 面か ら測定した もの で あ る．AC の

高 力価は ，
PT の マ ミ タ ーゼ 35曙 等に 比 し て タ カ ヂ ア ス

タ ーゼ NlOO   とい う高配合量 に 対応 して い る と思わ れ

る．

　 b）　プ 卩 テ ア
ーゼ 作用 （Fig．2）

　 PT の み が IH　3．　0 と 画 7．0とに お け る活性が ほ ぼ等

し く，と もに 高力価を示 した が，他 は 各製剤 と も 爵 7，0

に お け る活性が 殫 3．0で の 活性 を 上 まわ っ て い た ．こ

とに BZ は そ の 差が 著 し く，両 7．0で は 7 製剤中 2 番 目

の 高力価を 示 した の に 対 し ， 餌 3．0 で は最も低 活 性で

出 7．oに お け る力価の 約 119 で あ っ た．　 TE，　 AC も両

画 間 の 力価 に そ れ ぞ れ約 3倍 の 差 が あ っ た．

　 殫 7．Olこ お け る プ ロ テ アーゼ 作用は 各製剤 ともパ ソ ク

レ ア チ ン に よ る もの が主 と考え られ る．SE は 他 に ab　6
〜8に 活性の あ る プ 卩 ナ

ーゼ を 腸溶顆粒中に 配合 して い

る，TE ，　 BZ ，　 PT が高力価を示 した ，

　 pH　3．0で の 活性は 主 に 胃溶 性部分に 配合されて い る低
い 至適 鐔 を もつ 酵素に よ る もの と考 え られ る．PT の

活性 が最強 で 2位 の SV の 約 2 倍 の 力価 で あ っ た．　 BZ

の み は特 に
“

蛋白分解酵素
”

と称す る もの を配合 して お

らず，ア ミ ラ ーゼ 作用を 目的 とし た ア ス ベ ル ギ ル ス 産生

消化酵素 の もつ プ 卩 テ ア ーゼ 作用 が現われて い るだ け な

の で ， 力価が 低か っ た もの と考えられ る．AC もタ カ ヂ

ァ ス タ
ーゼ N に ア ミ ラ ーゼ 作用 と同時 に プ ロ テ ア

ーゼ 作

用 を 求め て い る が，配合量 が 多い の で 活性は BZ よ り大

きか っ た もの と思わ れ る．しか し PT は 蛋 白分解酵素剤

の 配合 量 は 特別多 くは な い が 高力価を 示 した．

　c）　 リ パ ーゼ 作用 （Fig ．3）

　すべ て の 製剤が パ ン ク レ ア チ ン の 他に 微生物性の 脂肪

分解酵素剤 を含 有 して お り，AC が 腸溶性部分に ，　 TE

が 胃溶 ・腸溶両 部分に 配合 し て い るが，他は すべ て 胃溶

性部分 に 配合 し て い る．低い 田 で も活性 を 示す耐酸性

酵素とい うこ とで ，胃内 に お い て も脂肪消化 を期待 して

い る もの と思わ れ ，腸管移行後は さ らに パ ン ク レ ア チ ソ

の リパ ーゼ 作用も加わ る。爵 7．0 に おけ る リパ ー
ゼ 作用

は ，
パ ン ク レ ア チ ン と他の 脂肪分解酵素の 作用 とが 加わ

っ た もの と考 え られ る．AC の 活性が 最強で ，
　PT ，　 BZ

が 続き，
SE は脂肪消化 を促進す る とい わ れ る ウ ル ソ デ

ス オ キ シ コ ー
ル 酸を コ ン ク ポ リパ ーゼ と と もに 胃溶 性粉

末中に 配合 し て い るが本 試験 で は 最 も低活性 で あ っ た．

　d）　セ ル ラ ーゼ 作用 （F奄．4 ）

　セ ル ラ ーゼ は植物性食品を被覆 し て い るセ ル 卩
一ス を

分解 し，含有栄養素 と ア ミ ラ ーゼ ，プ ロ テ ア
ー

ゼ ，リパ

ーゼ 等の 消化酵素 との 接触を 容易に して そ の作用を促進

し，か つ 植物繊維の 腸内異常醗酵を防止す るこ とを 主 な

目的 と して 配合 され て い る酵素で，消化に お ける役割が

他の 酵素とは 多少異な っ て い る，

　PT が最も高力価を示 した．　 SE の 活 性 は きわ め て 低

くほ とん ど 0 に 近 か っ た が
， こ の 製剤 は セ ル ラ

ーゼ作用

を 主 とす る酵素剤を配合 して お らず ， 他 の 作用を目的 と

して 配合された酵素剤の セ ル ラ ーゼ 活性が現 わ れ た だ け

な の で ，こ の よ うな結果を得た もの と考ま．られ る．他の

6 製剤 は す べ て が 繊維素分解酵素剤を含有 し ， 胃溶性部

分 に 配合 し てい る．セ ル ラ
ーゼ の 活性 皿 域 は 2 〜 6 で

あ り，ま た消化管中 で 早 期 に 作用す る こ とが 消化機構上

か らも効率的である こ とか ら，胃溶性部分 に 配合 され て

い る と考え られ る．

総 括

　 SV だけが粉末のみ か ら成 る製剤で ，他の 6製剤 は 胃

溶性部分 と 腸溶性 部分 に 分か れ て お り， 胃溶性部分 は粉

末あ るい は 顆粒，ミ ニ ペ レ
ッ トの 形で，腸溶性部分は腸溶

剤皮を施 した 顆粒あ るい は ミニ ペ レ ッ ト，ピル の 形で 混

合充填 され て い た ．製剤中 の 配合成分 は 4 〜9 種で ，胃

溶 性部分 の 方 に 多 く配合 されて い た．各製剤 とも添付文

書 で ，胃溶性 部分中の 酵素は 活性 嬋 域が 広 く，胃内容

の い ずれ の 画 で も作用 す る と述べ て お り，diを 調整す

るた め の 制酸剤等 は含有 して い ない ．消化酵素以外の 成

分 と して は ウル ソ デ ス オ キ シ コ ール 酸の み が 見 られ，こ

れ を 含有 す る製剤は 1種 （SE ）で あ っ た．すべ て の製剤
がパ ン ク レ ア チ ン を含有 し，

SV 以外は 腸溶性部分 に 配

合 して い た．た だ し濃厚，4 倍品，局方など名称も，ま

た 配合量 も，製剤 に よ っ て さ ま ざ ま で あ っ た ，BZ が プ

ロ テ ア ーゼ ，SE が セ ル ラ ーゼ 作用を主 目的 とす る酵素

剤を配合して お らず，AC が ア ミラ
ー

ゼ 作用とプ 卩 テ ア

ー
ゼ 作用 とを 同

一
酵素剤 に 求 め て い る 他は ，各製剤がパ

ン ク レ ア チ ソ の 他 に ア ミ ラ ーゼ
，

プ ロ テ ア ーゼ
， リー£　一一

ゼ ，セ ル ラ
ーゼ 作用 に そ れぞ れ対応す る酵素剤を，主 に

胃溶性部分 に 配合 し て い た ．

　 カ プ セ ル 内容物 の 重量 は 最小が SE の 284．3mg，最大

が TE の 480．9  で あっ た が，添付文書 の 記載か ら 1 カ

プセ ル 中の 配合酵素剤 の 合計 含量 を求 め る と，最 小 が

PT の 167  ，次 が BZ の 195  で ， 最 大 が SV の

400  ， 次が TE の 375  で あ り，他 の 3 種は 255〜270 
で あ っ た，カ プセ ル 内容物 の 重量 と配合酵素剤の 合計含
量 との 比 は BZ が最大 ，次い で PT で と もに 2 倍強 で あ

り，他 は 1．1〜1．3倍 で ，賦形剤，添加 剤 の 量は 使用 カ

プ セ ル の 大きさ などとの 閧係で ， それぞれ異な っ て い る

こ とが認 め られた．

　各酵 素作用 の 測定力価 を Table　3 に
一
括 した．　 Fig．5

輸

爾 ．
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Table　3．　Digestive　Enzyme　Activities　of 　Preparations （units ！capsule ）

Prepa 匸atlon

Amylase

（pH　5．0）
　 　 　 ？roteas と

（pH　3．0）　　　　 （pH　7 ．O）
Lipase

（pH　 7．0）

Cellulase
（pH 　 4．0）

CEVTEZTASSSTBP 437060034013001010ggol5808012017070130403352301852401353803603307909040025021054061075

　 5456585105170

A

100

AC
100

穴
100

BZ PT

　　 100　　　　　　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　p 亅
、
otease

Fig．5，　 Comparison　of 　Digestive　Enzyme 　Activities　among 　Preparations

は 各作用 ご とに ，7 製剤中で 得られ た 最高力価を 100 と

した 場合の 各製剤 の 力価の 比率を求め て ， 1図 に ま とめ

た もの で あ る ．PT が各作用に 平均 して高力価を示 して

お り，BZ も酸性側 で の プ ロ テ ア
ーゼ 活性が 小 さい 他は

比較的高力価を示 した ，AC は ア ミ ラ ーゼ 作用 が非常 に

強 く，リパ ーゼ 活性 も優れ て い た ．TE は プ Pt テ ア ーゼ

活性が 目立 っ た ．

結 論

　総合消化酵素製剤 の 消化酵素活性 に は製剤 に よ り大 き

な差があ る こ とを認 め ， また各製剤 が 各 々 有 して い る 特

徴を 知 る こ とが で ぎた．酵素活性測定に お い て は，起源

の 異 な る酵素 で は 至 適 出 が異な り，ま た 基質，測 定方

法等の 影響を も大 きく受け る と こ ろか ら，今回 の 試験 に

よ っ て 得られ た 結果が製剤の酵素活性の すべ て を現 わす

もの で は な く，ま た in　vive で の 作用 と必ず し も
一

致す

る もの で もない と考えられ る が ， 薬剤選 択 の 目安 と し て

各製剤の 特性を把握 した 上で ， 症状 に 適合 し た製剤を 用

い る こ とが望 ま し い と考 え る．
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